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割合で比べるよさを実感 させる授業づくり
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------･研究の要約

子どもは,赦免の関係を差で比べろことはあっても,割合で比べることは少な

い:.しか し.日常事象U)中にげ,割合で比･<ないとうまく比べることのでき/Lい

場面は多くある._,だからといって, ｢何倍になっているかで比べてごらん ｣と

教師が一方的に指示 してやらせたところで,次の日になるとまた差で比べてしま

うことはよくある話であるDこれは,子ともが割合で比べるよさを実感 していな

いからだと考える｡そこで,第 5学年 ｢割合｣の導入において,割合で比べるよ

さが実感できるような指導方法を工夫するとともに,実践を通 してその効果を探

っていったリ

1 研究のねらい

子どもは,定価1000円の品物を900円で売っ

ているとき, ｢100円安く売っている.｣とい

うように,その差に目をつけてみることはあ

っても, ｢0.9倍の値段で売っている､.Jとい

った割合で考えることはほとんどない.だか

らといって, ｢売っている値段は定価の何牌

になっているか考えてこらん ｣と教師の方

から指示していたのでは,子どもはなぜ割合

を調べる必要があるのかが分からず,教師の

指示がないときは,相変わらず差でみてしま

うことがある.これ払 子どもが,割合で比

べるよさを実感 していないからだと考える_

そこで,割合で比べるよさを実感していく

ことができるような教師の支援によって,千

ともは,自然に割合で比べることができるよ

うになると考え,第 5学年 ｢割合｣の授業実

践を通してその工夫が有効であったかどうか

を明らかにしていく.
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2 研究の内容

(1)割合で比べるよさ

差で比べれば,計第は簡単である しかし,

200円の品物を100円で買うときと,10000円の

品物を9900円で買うときでは,同じ r10()円引

き｣にもかかわらず,少し遭った感じがする=

前者は50%の金額で冥っていて,後者は09%

の金額で買っているのたかrJ,違 う感じがす

るのは当然であろう.

また,体重200kgの人の体重がLOkg増えたと

きと,20kgの人の体盛が川khr増えたときでは,

とちらも10kg増えているにもかかわらず,や

はり感 じが違 う,I,前者の体重は以前のT.OSI音

にしかなっていないが,後者の体重は以前の

1.5倍になっているのだから,感じが違 うのは

これも当然である.｡

これらの例からも分かるように,もとにし

ている数丑が違うときは,差で比べていたの

ではよく分からないので,割合で比べる必要

がある.ー ｢もとの数量の□借｣という割合で



比べることによって,もとの数丑が違うもの

同士を比べる場合でも,はっきりとその数量

oJ関係をとらえることができる.｡

(2)割合で比べるよさを実感させる指叫方

法の工夫

割合で比べるよさは,教師の方から ｢何倍

になっているかを訴べてごらん｣と助言した

ところで,実感できるt)のではない,J子ども

が自然に割合で比べるよさに気つくことので

きるような指導方法の工夫が必要であるJ

そこで,単元a)導入時において,次の2つ

の指導方法の工夫を考えたこ

整数倍の関係に気づきやすい

数値の吟味

特に単元の導入では.｢今までは,2つの

敦丑の差で比べてきた｣という既習経験が強

いJ)で, ｢割合で比べる｣とい う考えをしに

くい しかL,同じ ｢寄り合で比べる｣考えで

ち.八トヒBの08倍という小数イ軒])見方は離し

いれ 八けHの2倍という整数倍V)見方は比

較的たやすい

そこで,単元の導入におけ7J問題で使う数

値は,整数倍になる上)tJ:Jf,f/)を入れておく

よ )に吟味する

これに上り,子ども自ら,一方か他方の何

倍にfLLっているかで比 ろヾことができるよう

になる

多様な考えをよりよい考えに練り上げる

一つV)方法だけを使って数忠を比へても,

そlJ)よさ1-iなか/Ltか実感できない.多様な考

えをJ:りよい考え-と練り上げろ過程におい

て.そU)考えlj-)よさは哀感できると考える

そこて,多様な考えをよりよい考えに練り
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上げる数学的コミュニケーション活動を次の

ように工夫する｡

○ それぞれの考えを

発表させて,聞かせ

るだけではなく,自

分の考え以外の友達

の考えも,十分に理

解できるまで話し合

わせるようにする.⊃

O との考えも十分に理解できたところで,

｢分かりやすいか｣ ｢簡単か｣｢いつで
も使えるか｣の観点からそれそれの考え

を見直していくようにする｢

△の考えは分かりにく

いけれど,◇の考えは

分かりやすいよ 一

3 研究の実際

(1)単元名 第5学年 ｢割合｣

(2)単元目棟

○ 割合で比べるよさを知り,これを用

いて数畳の関係を判断しよ -)とする

○ 割合を使って比べたり.比べる丘を

求めたり,もとにする丑を求めたりす

ることがてきる.二

(3)指斗計画

第 1次 割合で比べるよさを知る

第 2次

第 L時 割合を使って比へる

第2時 比べる丑を求める

第3時 もとにする生を求める

(4)単元の導入 (第1次)の展開

ある学校でクラブ活動の希望訴査をした結

果を集計 した次の表 lを提示すると,｢一番



人気があるのはサッカーだねっ｣とか, ｢卓

球なら絶対入れるよ.,｣と自由にいろいろな

ことを言い始めた｡

表 1 クラフ活動者S!PI壬

は じめから,すでに定見と希望者を関係づ

けてみている子どもも多くいたが,希望者だ

けに目を付けている子と-もも3分の 1程度い

たので,わざと ｢一番入りにくいのは,希望

者の 1番多いサッカーだよね｡｣と問いかけ

た｡

C 確かにサッカーは60人で 1番多いけ

ど,定員だって一番多いよG

C そうだよ._,希望者だけを見ていたので

は,だめだよ｡.

このように,希望者たけを見るのではなく,

定見も見なくてはならないことに気づいてき

たところで,本時の目標を ｢どのクラブが一

番入りにくいか,定員と希望者をよく見て考

えよう｣と決めたL

駈;夢=⊃整数倍の関係に気づきやすい数値を吟味する
提示した表 1の数値托, ｢サッカーの希望

者は,定員の2倍｣ ｢バ トミントンの希望者

佗,定員の4倍｣というように,整数倍の関

係に気づきやすいように吟味しているので.

子どt)には,自由に考えさせるようにした

机間指導の際,チェックした子ともの考え

は,大きく次の3通りであった.

(考えl)希望者は定員の何倍になっている

るかを調べる. (割合で比べる)

(考え2)希望者と定員u)差を調べる､

(考え3)定員を公倍数でそろえて調べる_

! ■

一人で多様に考えている子どもも多くいた

が,差で比べる考えしかしていない子どもに

紘, ｢他の考えでも調べてごらん｣と助言し

た｡

最初に差で比べていたA児は,次に割合で

比べていく途中で,しきりに頭をひねりだし

た｡話を聞いてみると,答えが違ってくるの

で迷い始めたそうだ｡A児は,そのまましば

らく考えていたが,やがて,差で比べる考え

をやめて,割合で比-る考えに直していった｡

A児のほかにも,混乱していた児童が数人

いたが,その多くは割合で比べる考えに修正

していったO

自分の考え以外の考えも.十
分に理解できるまで話し合わ
せる

話し合いでは,多くの子どもがしていた

｢割合で比べる考え｣から取り上げた｡

C バ ドミントンの希望者は.定見の4倍

もいるので.一番入りにくいと思います｡

C ぼくも同じで,サッカーは2倍,バス

ケットは2.5倍,ソフトボールは2倍,バ

ドミントンは4倍だったから,やはり,

バドミントンが一番入りにくいと思いま

す (黒板に式などIu書きながら説明)

数人の児童に自分の言葉で説明をさせたり,

2本の線分図を使いながら視覚を通して理解

できるようにしたりしながら,｢割合で比べ
る考え｣をどの子も税明できるようになった

ところで,｢2倍とか,2.5倍とかを調べなく

て壬､,何人入れないかを調べれば分かるんじ

ゃあないの? 計算もひき算だから,簡単だ

よ_｣と問いかけた.,

C 私も,そう思ってやっていたんだけど,

そうすると,サッカーとバ ドミントンが

同じになって,何か変な感 じだから,そ

の方法はだめだと思います_.

C ほくも,そう思います二.どう考えても,
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サッカーよりバ ドミン トンの方が入りに

くいと思 うので,そu)方法ではだめだと

思いミす｡

このように ｢差で比べる方法ではよく分か

らない.｣という意見が多数を占めてきたと

ころで,わざと音地悪 く, ｢何倍かで比べる

方か間越えているのかもしれないよー｣と問

いかけた

C 定員か違 うのたかrJ,r何倍｣で比べ
ないとた､V)だと思います,

C 界板のサッカーとバ ドミン トン0)線分
固 (図 1)を見るとよく分かるんだけど,

入れない人の敬は同じ30人でも,ずいぶ

ん適 うと思います.i

サ ッカー 30人

ZAf 80人ll
●¥t l l

壬■Ll
LIO人

878J l

鼠 1 板書している2本の扱分団

C ぼくも同じで,サッカーは元々定員が

多いのだから.希望者が60人いてもそん

/i:に多い感 じ托し′亡いけれど.バ ドミン

トンけLÔ しかいtfいので,希望者が-LO

人とい )〟Hますごく多いんです.二.

だから.入れない人数で比べるのでは

なく,何倍になっているかで比べた方が

よいと思います_.

C そうです.サッカーとバ ドミン トンの

定員が同じ人数な｢.,,入れ/Lhい人敬で比

べることができろけれど,定員が違うの

だから,何値に/亡っているかで比べるU)

がよいと思います

T なるほど二定員が遊 うときは,希望者

が定員の何倍になっているかで比-るの

が,よいということみたいだわ._

でも,もし定員が同じときは,希望者

l

の人数を見るだけで分かるんだよね｡

そのことに目をつりて考えた人がいま

すから発表してもらいますよ c

c わたしは,もし,定員がどれも同じだ

ったらすぐに分かるんじゃあないかと思

って,どれも定員が60人だったとしたら

-･と考えました｡

もし,サッカーの定員が30人の2倍の

60人だったら,希望者も2倍になる,L･考

えて120人_ (以下略) (tgl2参照)

サッカー 芸乎芸三:三 三亘 1…Z士

′くドミントン 芸尊王二言̂̂ 頭 2;Z三

図2 もし定■が60人だっT=ら.･･

C 全部60人として考えるのなら,よく分

かるので,よいと思います｡

この,定員を60人にして比べる考えは全員

LF)子どもがしていたわけではなかったので,

椋香を使っていろいろ/亡子どもに説.明を付け

加えさせ,どの子t)自分の言葉で説明できる

ようにした

虻 妻戸
それぞれの考えを ｢いつでも
使えるか｣などの観点か ら見
直していく

このように,多様な考えがどの子にも分か

ったところで,｢との考えも結果は同じだか

ら,とれもよりよい考えなんだよれ ｣と問

いかけた.

最初は,どれもよいという子ともや,どち

らか一方がよいという子どもがそれぞれ口々

にその理由をいっていたが,次の子どもの発

言をきっかけに, ｢いつでも使える考え｣か

どうかで見直すようになってきたこ.

C どちらもきちんと比べることができる
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んだけど,60人にそろえる方は,60人だ

からうまくそろえることができたので,

もっと違う数だったらうまくそろえれな

いかもしれないので,何倍かで比べる方

がよいと思います.〕

C 私も同じで,サッカーの定員が3｣人だ

ったり,バ ドミントンの定員が13人だっ

たりしたらうまくいかないと思います.

C でも,そん/亡ときは,何倍かで調べる

ときも,計算が面倒だから,どっちfjど

っちだと思い主す

C そうです｡特に卓球は,何倍とかにな

っていないので,60人にそろえる方がわ

かりやすいと思います｡

C そんなことはないと思いますO卓球だ

って,半分に/Lっているのだから05倍と

いえばよいのだと思います｡

C 私も同じで, 1倍より少ないのだから,

小数になるのは当たり前だと思います｡

小数を使えば,すぐに比べることができ

るので,やっはり ｢何倍になっているか

で比べる考え｣がよいと思います

このように,具体的な例を出しながら説明

したり, ｢いつでも使える考えかJという観

点にもとづいて数学的コミュニケーション活

動を続け,何倍になっているかで比べるよさ

をとらえていった⊃

(5)単元の導入後の子どもの姿

何倍になっているかで比べるよさが分かっ

た子どもは. r学校V)中庭5nOITデのうち,200

1113が花壇です‥｣という問題場面でも,何倍

になっているかを調べていった そして,ち

とにする丑をどちらにするかによって ｢花足

は中庭の0.1倍である ｣とか ｢中庭は花壇の

2.5倍であるヾ ｣と言い方が変わってくること

から,もとにする丑をきちんととらえる必要

にも気づき,いろいろな数量の関係を割合で

比べていったゥ

さらに,比べる丘やもとにする且を求d)る

問題でも,どちらがもとになっている量なの

かを2本の線分図を使って考えたり, ｢○○
の何倍｣という言葉に着目して考えたりして

比べる丑やもとにする丑を求めていった｡

4 研究のまとめと今後の課題

子どもが,割合で比 くるよさを実感できる

よ･)に. r整数倍G')関係に気づきやすい敬l直
i,)吟味｣をした問題を工夫したり, ｢多様な

考えをよりよい考えに練り上げる数学的コミ

ュニケーション活動の工夫｣をしたりして,

第5学年 ｢割合｣の授業実践をしたが,この

2つの指導方位の工夫は,有効であったと考

えている亡.

今後は, ｢割合で比べる考え｣に出会う場

面ナ_-:けでなく, ｢割合で比べる考え｣を使っ

ていく中で,そのよさを実感できるような授

業について研究していきたい｡.

(平成 10年4月24日受理)
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